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Ⅲ．リスクアセスメント事例 
Ⅲ－０．事例の概要 

調査・収集した事例は、メーカーが行った設計製造時のリスクアセスメントのほか、

ユーザーの新規設備導入時およびユーザーの既存設備のリスクアセスメントである。事

例ごとにその取り組み方が異なるため、各事例を参照する際のしるべとなるよう、事例

紹介に先立ってその概要を以下に記す。 
 

 

１ 包装機械メーカーＡ社における設計製造時のリスクアセスメント 

この事例は、同社が所属する工業会がリスクアセスメントへの取り組みを始めたの

を契機とし、工業会の指導書に従って自社としての取り組みを始めた初期の事例です。 
国内向けの「縦型製袋充填包装機」の事例は、リスクアセスメントの前提条件とな

る「機械の制限の決定」から検討しており、危険想定場面も現場調整から使用中、保

守時まで考慮されている好事例です。なお、同指導書には制御システムのリスクアセ

スメントについての記載がないので、その部分は検討されていません。 
併せて、ＣＥマーキング宣言対象機器の事例も載せています。 

 
 
２ 包装機械メーカーＢ社における設計製造時のリスクアセスメント 

この事例は、Ⅲ－１．に記載したＡ社の事例と同様、工業会の指導書に従って、機

械設備製造者による機械設備についての設計製造時のリスクアセスメント実施例です。

メーカーによるリスク評価方法は、設計製造者およびユーザー事業者双方の参考にな

る事例です。 
 

 

３ 包装機械メーカーＣ社における設計製造時のリスクアセスメント 

この事例は、Ⅲ－１．に記載したＡ社の事例と同様、工業会の指導書に従って、機

械設備製造者による機械設備についての設計製造時のリスクアセスメント実施例です。

メーカーによるリスク評価方法は、設計製造者およびユーザー事業者双方の参考にな

る事例です。 
 

 

４ 工作機械製造企業Ｄ社における設計製造時のリスクアセスメント 

この事例は、欧米向けの工作機械輸出比率が５０％をこえる工作機械メーカーのも

ので、リスクアセスメントの実施は、ＣＥマーキング制度のスタート時からと早く、 

ＩＳＯ・ＥＮ・ＡＮＳＩ規格等を参考にして、自社のリスクアセスメント規定を定めています。 
さらに、第三者機関に委託してリスクアセスメント研修を行なうなどして、社内の

レベル向上を図っており、実行組織や人員体制も確立し、危険源チェックリストのデ

ータも日々の業務の中で収集整理して活用している好事例です。 
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５ 工作機械製造企業Ｅ社における設計製造時のリスクアセスメント 

この事例は、欧米向けの工作機械輸出比率が高く、その欧州への製品出荷のため、

ＣＥマーキングに適合させる必要からリスクアセスメントに取り組んだ歴史を持つ企

業のものです。 
当初は適合させるべき規格の不備や情報不足による苦労があったとのことですが、

現在、リスクアセスメントは、通常の標準設計作業の一部に組み込まれていて、設計

者は当たり前の技術として身につけています。 
ＥＮ（欧州）規格のタイプＣ規格を活用して、安全要求事項と対策を徹底した製品

を国内外に提供している中でのリスクアセスメント事例です。制御システムの安全関

連部への対応も適切に検討され、この企業の機械安全に対する取り組みが強く感じら

れる好事例です。 
 

 

６ 工作機械製造企業Ｆ社における設計製造時のリスクアセスメント 

この事例では、リスクの見積りに、イギリス労働安全庁（ＨＳＥ）が作成し、ドイ

ツの安全機器メーカーのピルツ社が推奨する方式である積算法を使用しています。ま

た安全対策として制御システムが使われる場合には、ＩＳＯ １３８４９－１「機械類の安全
性－制御システムの安全関連部－第１部：設計のための一般原則」（ＪＩＳ Ｂ ９７０５－１）
により安全コンポーネントの満たすべきカテゴリを判定しています。 

 

 

７ 食品機械製造企業Ｇ社における設計製造時のリスクアセスメント 

この事例は、欧州に輸出する食品機械のＣＥマーキング自己適合宣言を目的として

実施されたものです。欧州のコンサルタント会社の指導の下に、国内向けに販売され

ている同種の機械を対象とし、欧州機械指令の必須安全要求事項に適合させるために

問題となる事項を洗い出し整理し、その各事項に対して安全方策を実施した事例です。

したがって、通常のリスクアセスメントで行うリスク見積りおよびリスク評価は行っ

ていませんが、危険源・危険状態の洗い出しではＥＮ１０５０－リスクアセスメントの原

則の附属書Ａ（ＪＩＳＢ９７０２の附属書Ａにほぼ同じ）に基づいた同定手法を採用してお

り、洗い出しの漏れを少なくするための事例として極めて参考となります。 
 

 

８ 印刷機械製造企業Ｈ社における設計製造時のリスクアセスメント 

この事例は、「オフセット輪転機」を欧州に輸出するために不可欠なＣＥマーキング

の自己適合宣言を行う目的でリスクアセスメントの導入を図った際のものです。 
リスクアセスメントを導入するにあたり、同種の機械である「新聞用オフセット輪

転機」でそのトライアルを実施した例で、印刷機械関係のＩＳＯおよびＥＮ（欧州）

規格に記載された危険源およびそれに対する保護方策を基準にしています。保護方策

策定前後のリスクの見積り・評価の実施例一覧表が参考になります。 
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９ 飲料容器のパレタイザ等（既存設備）のリスクアセスメント 
（食品（飲料）製造業） 

全国に多数の工場を持つ大規模な企業において機械設備の安全化推進を目的に、

本社安全担当部門が全社統一のリスクアセスメント手法を確立した。これを定着さ

せ事業所間における設備安全の格差を無くすべく、当部門がリスクアセスメント手

法の手順書を作成し、工場を巡回指導しながらリスクアセスメントを実施している

事例である。  
なお、重大な災害につながる｢挟まれ、巻き込まれ｣の危険源に対する保護方策に絞

って取り組む等、教育、体験的な要素があるため、導入初期段階の例として参考にで

きる。 

 

 

１０ 汎用旋盤（既存設備）治具使用作業のリスクアセスメント 
（金属製品製造業・輸送用機械器具製造業） 

この事例は、労働安全衛生マネジメントシステムに基づき、職場小集団活動を通じ

て全員参加型でリスクアセスメントを実施している例です。職場全員で取り組む体制

を確立している事例として参考になるものです。 
 
 
１１ 研究開発用半導体製造装置の新規導入時のリスクアセスメント 

（半導体・映像デバイス等に関する研究開発業） 

この事例は、機械設備導入時の安全審査のために実施したリスクアセスメント手法で

すが、リスクの見積りとその評価については、一般的な「機械のリスクアセスメント」

のかたちで実施したものではありません。 
ただし、危険源・危険状態の同定とこれに適用する関連規格の自動抽出ならびにこれ

らに基づく適合性評価等をイントラネット上の情報システムとして構築したことで、社

員全員にこの手法を利用できるようにしているのが特徴です。これは、特に事業所・個

人によるリスクアセスメント実施における技術的なレベルの差異を小さくするためのも

のです。 
 
 

１２ 自動車製造事業場における生産設備（既存設備）のリスクアセスメント 
（輸送用機器製造業） 

この事例は、機械に特化した形で実施しているリスクアセスメントではありません

が、「現場のリスクアセスメント活動」として、設備面の改善を図っているものです。 
特に、リスクアセスメントを行うメンバー個々のリスク評価値を一覧できる集計表

を作り、その中で最終的な評価値を決定する過程は、リスク低減の趣旨を踏まえてリ

スクアセスメントを適切に実施している好事例です。 
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本データ集に記載した各事例は、第Ⅱ章で述べたリスクアセスメントと保護方策の

実施のための基本的な手順のすべてを十分に満足しているとは言えない面がありま

す。特に、安全防護装置などに代表される制御システムの安全関連部に対するリスク

アセスメントの実施例がない事例が多いなど不十分な点もあるので、第Ⅰ章の論点も

あわせてご確認の上でご覧いただく必要があります。 
しかし、これらの事例と付録２「機械設備のリスクアセスメント詳説」をあわせて

活用していただくことで、読者各位が現実に取り組まれておられる、あるいは計画さ

れているリスクアセスメントの実施とそれに基づくリスク低減への取り組みを妥当

なものとするための極めて有効な情報となるものと考えています。 


